
団体名： 豊田商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 112.2 ％） （達成度 105.6 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 両方現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 90.1 ％） （達成度 104.7 ％） Ａ Ａ
①現状維持②上げ

る

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 両方現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 115.0 ％） （達成度 75.6 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 両方現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ
目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 廃止する

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 30.0 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｄ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 20.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる
目標達成度 必要性 実施方法

Ｄ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 両方現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 廃止する

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 98.3 ％） （達成度 98.0 ％） Ｂ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 両方現行どおり

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

小規模事業者

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数 エリア別に地域内小規模事者の

担当者を決め、効率化を図り計
画的に巡回を実施することによ
り、事業者のニーズを的確に把
握することができ、効果的な事
業の展開が図れた。

実績
数値

95

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

記帳継続指導

小規模事業者の税務申告等の
事務手続きを支援し、健全な
記帳事務と適正な申告納税指
導を実施する。

記帳指導職員12名を設置して
指導体制を充実。
・指導対象者数　　 385人
・指導延日数　　 2,584日
・指導延回数　　 6,282回

小規模事業者

指標
指導日数

指標

目標
数値

1,800
実績
数値

2,019
目標
数値

90

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

提案から成果につ
なげる巡回指導を
心掛けるとともに
巡回に重点を置
き、相談支援体制
の充実を図る。

○
巡回・窓口相談指
導事業

小規模事業者の経営基盤強化を主た
る目的に各種施策のＰＲや金融・経
営・労働等の相談指導業務を行う。
小規模事業者が抱えている経営課題
を把握し、解決に向けて経営改善普
及事業を効果的に実施する。

・巡回窓口指導実企業数
　1,223社（内非会員214社）
・巡回窓口指導延件数
　2,019社（内非会員244社）
・課題解決提案件数　95件
・経営革新承認件数　 0件

講習会等

中小企業・小規模事業者の経
営支援を目的に事業承継や従
業員等の資質向上を目的とし
た講習会を開催。
小規模事業者の経営課題解決
を目的に、専門家による個別
並びに定例相談を随時開催す
る。

・集団:｢理容｣｢美容｣｢経営革新計画
作成｣｢女性起業ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ｣｢ものづく
り補助金対策ｾﾐﾅｰ｣6回開催
受講者数138人(内経営革新1回22人)
・個別:専門家による個別相談
　金融､税務､法律､労務､環境､販促､
発明特許､自社株､行政書士
202回開催　受講者数477人
・合計　208回　615人

小規模事業者

指標
集団講習会参加者数

税制改正等に対し
迅速な対処と的確
な支援を実施する
ため、職員の資質
向上に努める。

目標
数値

2,868
実績
数値

2,584
目標
数値

6,000
実績
数値

指導延回数 青色申告事業者を中心に納税知
識の重要性を説明し、日々の記
帳や決算・確定申告事務等の相
談、支援を実施し継続的に健全
経営のサポートを行った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果6,282

伴走型小規模事業
者支援推進事業

小規模事業者の技術の向上、新規の
販路開拓等経営の発展を促すため､
事業計画の作成や着実な実施を目指
し､地域活性化にもつながる事業等
の持続的発展を支援する。

・創業塾、女性の起業家支援
セミナー開催　　　　　4回
・ＩＴセミナーの開催　2回
合計　　　　　　　　　6回

小規模事業者

指標
セミナー開催回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

「理容・美容」の
集団講習会は、業
界の要望も強く実
施予定。
金融、税務等の個
別相談も前年度通
り実施予定。

目標
数値

120
実績
数値

138
目標
数値

631

指標
個別講習会参加者数

業種別の集団講習会、税
理士や社会保険労務士等
の個別講習会により、中
小企業・小規模事業所全
体の技術力向上や製品等
の付加価値が一層高ま
り、経営基盤強化が図ら
れた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
477

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

三ヶ年の経営発達
支援計画が終了し
たため、平成29年
度をもって廃止。

○
施策PR用支
援事例集の
作成ができ
なかった。

目標
数値

6
実績
数値

6
目標
数値

指標
事業計画の作成や企画を小
規模事業者等に促すことに
より、小規模事業者の技術
力の向上が図られるととも
に販路開拓が推進された。

総
合
評

価 Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価
実績
数値

シスエムが
既に各企業
に有り、新
規の導入は
厳しい現状
である。

目標
数値

20
実績
数値

6
目標
数値

導入件数
指標

中小企業、小規模事業者の人出
不足に対応する手段として、Ｇ
ＲＥＥＮ－ＥＤＩを豊田市内企
業を中心に普及促進を図った。
一部の企業において時間短縮や
人的ミスを軽減することが出
来、業務の効率化が図られた。

総
合
評
価

Ｂ

実績
数値

指標

経営安定特別相談

中小企業･小規模事業者の経営危機
を未然に防止するため､再生見込み
のあるものは回避策を､見込のない
場合は円滑な整理を図ることを目的
に特別相談事業を実施する。

・経営指導員と弁護士、中小
企業診断士、税理士等が連携
することで相談体制を充実
・個別相談　　1回　　1人

小規模事業者

指標
個別指導事業者数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

豊田市学校給食協
会を核に、取引先
企業間の導入を目
指していく。

ＧＲＥＥＮ－ＥＤ
Ｉ（企業間受発注
システム）の普及
促進

中小企業、小規模事業者の人出不足
に対応する手段として、従来電話や
FAXで行っている受発注業務を電子
化することにより業務の時間短縮や
人的ミスを軽減することができ、業
務の効率化が図られ生産性の向上が
推進される。

・｢地域中核企業創出・支援事業」
補助金を活用して、GREEN-EDI（企
業間受発注システム）豊田商工会議
所モデルを豊田市内の中小企業・小
規模事業者への導入を積極的に展開
・導入件数　6社

中小企業・
小規模事業者

若手後継者等
育成事業
（青年部・女性
会）

地域中小企業に携わる若手、
女性経営者及び後継者の自己
研鑚、啓発事業を通して経営
者としての資質並びに経営能
力の向上を図る。

・青年部
　全国大会1回、会長研修会1回、
　東海ブロック大会1回、
　YEGDAY（愛知県連）1回、
　研修事業1回、交流事業3回、
　地域活性化事業(産業ﾌｪｽﾀ2017)
　１回　　　　計　9回
・女性会
　全国大会1回、三河ｻﾐｯﾄ1回、
　視察事業1回、研修事業1回、
　地域活性化事業(産業ﾌｪｽﾀ2017)
　1回　　　　計　5回

小規模事業者

指標

青年部開催回数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

前年度に引き続き、専
門家並びに行政や金融
機関と連携を密にし、
各種施策を積局的に展
開する。

目標
数値

5
実績
数値

1
目標
数値

指標
経営課題解決対応への乏し
い小規模事業者に対し、専
門家の支援を受け、迅速な
解決を図った。

総
合
評

価 Ｂ

実

施

側

の

事

業

評

価
実績
数値

商店街・街づくり
事業

小規模事業者の発展のための環境整
備とにぎわいの創出を目指し､第1期
中心市街地活性化基本計画の総括を
踏まえた第2期中心市街地活性化基
本計画事業の推進｡商店街等の販売
促進に資する事業の推進。
商店街等の販売促進・地域の消費喚
起に資する事業の推進。

豊田市・まちづくり会社・商工会議
所が連携して事業を推進。
・にぎわいのある中心市街地の形成
・商店街等の組織力強化のための人
材育成や空き店舗活用
　空き店舗活用件数　1件
・利便性が高く、安全･安心して生
活できる商業環境整備

小規模事業者

指標
空き店舗活用件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

若手後継者や女性
経営者向けの研修
会、講習会を開催
し、さらなる資質
向上を目指す。

目標
数値

9
実績
数値

9
目標
数値

5

指標

女性会開催回数
若手後継者や女性経営者
に対し、研鑽事業等を計
画的かつ積極的に実施し
たことにより、経営者と
しての能力向上が図れ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
5

地域振興事業

地域振興事業を実施し、地域
内外へのＰＲ及び商取引向上
の場を提供することにより、
豊田市全域の活性化に寄与す
る。中小企業・小規模事業者
の「ものづくり」の本拠地と
して存続していく上で技術力
の強化と高度な人材育成、自
動車に次ぐ産業の育成も含め
た産業振興策を推進する。
市内小規模事業者が生産・販
売している豊田らしさのある
食品加工等をｗｅｂサイトに
て紹介・販売し、販路拡大・
集客を支援する。

・｢とよた産業フェスタ2017｣の開催
9月23日(土)24日(日)
　出店者数　　 　 178社
　来場者数　  118,000人
・｢第9回とよたﾋﾞｼﾞﾈｽﾌｪｱ｣の開催
 H30年3月15日(木)・16日(金)
　出展者数　　　　106社
　来場者数　    4,900人
・｢豊田おいでんまつり｣への協力
・｢とよたｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ｣の活用促進
ものづくり人材育成・経営相談等
　　　　　　　　　435件
・｢豊田ものづくりﾌﾞﾗﾝﾄﾞ｣制度の積
極的運用
　申請　22件　認定　8件
・「WELOVEとよたﾏﾙｼｪ」
　出店件数　　　　 32件
・市内6商工会と連携して｢とよたの
特産品展｣を開催

小規模事業者

指標

産業フェスタ来場者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

平成30年度は、ま
ちづくり振興部に
移管。

目標
数値

1
実績
数値

1
目標
数値

指標
新規創業者に対し、ス
ムーズな金融あっせんや
税務指導等の支援が図れ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

「とよた産業フェ
スタ２０１８」
は、平成３０年９
月に開催予定。
「第１０回とよた
ビジネスフェア
は、平成３１年３
月開催予定。

○

目標
数値

120,000
実績
数値

118,000
目標
数値

5,000

指標

ビジネスフェア来場者数

産業フェスタは、豊田市
経済圏の産業並びに経済
活動等を市民に紹介し
た。
また、とよたビジネス
フェアは、製造業を中心
に製品・技術の展示商談
会を開催。
豊田市産業の活性化を
図った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

4,900

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 豊田商工会議所

得られた効果 備考
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 78.6 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 101.4 ％） （達成度 128.9 ％） Ａ Ａ 両方上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 両方現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 125.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 105.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 372.5 ％） （達成度 172.0 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 両方現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 76.8 ％） （達成度 127.0 ％） Ｂ Ａ
①下げる②上

げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 両方現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 108.7 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ
①上げる②現

状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 両方現行どおり

部会事業

１０部会(第一商業･第二商業･第三
商業･飲食業･第一工業･第二工業･金
融業･交通運輸業･建設業･サービス
業)にて、それぞれの業界動向や経
営問題についての調査、研究、情報
交換を行い交流を深めることを目的
に事業を推進。
異業種交流を促進するため青年部卒
業生がＢＬＣを組織している。
支所エリアの製造事業者３７社が、
任意団体(上郷鉄工会)を組織して研
修事業等を実施。

・役員会　　　　　　12回
・視察研修会　　　 　5回
・講演会・研修会　 　7回
・10部会合同セミナー 2回
・異業種合同事業　   6回
・同業者団体事業　   1回
・計              　33回

小規模事業者
を含む全会員

指標

開催回数

労働保険・福利厚
生事業

中小企業・小規模事業者の労務
管理をサポート、雇用保険の届
出事務や労災保険についての申
請、届出、報告に関する事務手
続きについて支援する。
小規模事業者の事業主、従業員
の福利厚生のための健康診断事
業を実施。

・労働保険指導事業所数
　517事業所　753事業場
・一人親方労災保険
　委託件数　　116件
・健康診断　65事業所 399名

小規模事業者

指標
指導事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部会員の研鑽と交
流を深めるため、
研修会、視察会等
を開催予定。
１０部会合同セミ
ナー（経済講演
会）を実施予定。

目標
数値

42
実績
数値

33
目標
数値

指標

各部会事業は、諸施策の
概要情報の提供や視察研
修等の実施により、会員
相互の情報交換が図れ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

エコアクション21
地域事務局

環境への取り組みが企業経営に積極
的に求められている現状を踏まえ、
ＩＳＯに比べて認証登録費用、コン
サルタント費用が安価であるため、
小規模事業者も環境への取り組みが
出来る認証・登録制度。エコアク
ション21の認証を取得することによ
り、取引先の信頼を得、自社のコス
ト削減と併せて企業経営の付加価値
を高めることができる。

中小企業相談所職員２名を配置
して、判定委員５名と連携して
認証取得を支援。
・判定委員会
・認証取得研修会
・環境経営相談
・認証取得支援セミナー
・新規認証・登録事業者目標数
　２５事業者

 中小企業・
 小規模事業者

指標

新規登録事業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

健康診断は例年ど
おり実施予定。
労働保険と一人親
方労災保険の委託
数の増加を図る。

目標
数値

510
実績
数値

517
目標
数値

90

指標
一人親方労災委託件数 小規模事業者に対し、労

働保険（労災・雇用）の
周知を図ることとともに
事務処理等を支援するこ
とにより、企業経営をサ
ポートした。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
116

ＯＢ人材マッチン
グ
事業

企業ＯＢ（アドバイザー）の持
つ優れた経験値をしっかりと次
世代へバトンタッチして行くた
め、経営指導員が中心となり中
小企業・小規模事業者に対し積
極的にＰＲを図っていく。

豊富な実践経験を持つ企業等の
ＯＢが中小企業・小規模事業者
に対し技術力の向上、技術開
発、営業販売、生産管理等広範
多岐にわたり課題解決に向けア
ドバイスを行う。
・巡回件数　105件

 中小企業・
 小規模事業者

指標
ＰＲ巡回件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

企業のコスト削減
と付加価値を高め
る環境経営マネジ
メントシステムを
推進する。

目標
数値

20
実績
数値

25
目標
数値

指標

地域内外の中小企業・小
規模事業者に環境経営マ
ネジメントシステムの導
入並びに申請手続き等の
支援を行い、環境に対す
る企業経営のサポートが
実施できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

創業サポートセン
ター事業

新規創業や第二創業に向け事業計画
の策定や融資書類の作成指導等細部
にわたり伴走支援を展開している。
創業に係る様々な課題に対応すべく
専門家や行政、金融機関との情報交
換、連携を緊密に図り、情報提供や
啓発活動をするためのセミナーを開
催する。

創業サポートセンター専任ス
タッフ配置による創業支援体
制の充実。
・相談件数　　　　 298件
・新規相談者数　　  86人
・創業計画の策定　  31件

小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き企業ニー
ズに合致したセミ
ナーの開催と巡回
活動を展開してい
く。目標

数値
100

実績
数値

105
目標
数値

指標

地域内外の中小企業・小規
模事業者に対し、豊富な実
践経験を有している企業等
のＯＢが技術力の向上や技
術開発等多岐にわたり支援
を行い、健全な企業経営の
サポートが実施できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

目標
数値

80
実績
数値

298
目標
数値

相談件数
指標

新規相談者数 創業予定者に対し、経営
のノウハウや様々な開業
準備へのアドバイスを行
い、開業に向け、円滑な
支援につなげた。

総
合
評
価

Ａ

50
実績
数値

86

各種検定等支援事
業

中小企業・小規模事業者の人材
育成支援として各種検定試験等
の説明、ＰＲを実施する。小規
模事業者が事業を営んで行くた
めに必要と思われる簿記･販売
士･珠算･実務法務等の検定試験
を開催。

簿記3回、販売士2回、
珠算3回、ｶﾗｰｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ2回、
ビジネス実務法務2回、福祉
住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ2回、ｅｃｏ
2回
計16回

中小企業・
 小規模事業者

指標
開催回数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

豊田市や金融機関
との連携、協力に
より、効果的な創
業塾等のセミナー
を開催予定。

会報の発行事業

国、愛知県、豊田市の諸事
業・諸施策について、経営情
報の乏しい中小企業者・小規
模事業者に最新の情報を発信
する。

豊田商工会議所会報を毎月発
行。
・会報発行部数　6,300部 中小企業・

 小規模事業者

指標
会報発行部数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

簿記検定（年３
回）販売士検定
（年２回）珠算能
力検定（年３回）
等の検定事業を実
施予定。

目標
数値

16
実績
数値

16
目標
数値

指標
各種検定事業を実施し、
人材育成の一環として、
労働者の資質向上を目指
すことにより、中小企
業・小規模事業者の支援
をすることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

調査・広報事業

当地区内の中小企業者の景気状況を
把握し、以後の施策や指導に役立て
る。早期景気観測調査を依頼及び回
収し、現状の景況を把握。回収した
データを分析・公表するとともに必
要な諸施策を検討し、効果的かつ効
率的な指導に繋げる。

毎月、売上・仕入・業況・資金繰り
等の現在の状況と今後の見通し、経
営課題や現在の問題点について調査
を実施。
・LOBO調査対象企業数 192件
豊田信用金庫と連携して景気実感調
査を実施。
・景気実感調査件数　 254件

中小企業・
 小規模事業者

指標
ＬＯＢＯ調査対象企業数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

最新情報を掲載
し、魅力ある会報
誌づくりを目指
す。目標

数値
6,300

実績
数値

6,300
目標
数値

指標
有益な補助金制度や各種セ
ミナーの開催等の情報を提
供することにより、企業経
営の活力向上に寄与でき
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

青色申告会事業

青色申告の普及と正しい納税
指導を目的に豊田税務署管内
青色申告会（５支部）の運営
を支援。

税務署と連携し、青色申告会会員事
業者に対しての税務に関する情報発
信や講習会等の実施を支援する。
・税務講習会　　　　　4回
・税務署長との懇談会　1回
・確定申告のＰＲ　　  1回
・会報発行　　　  　　2回
　　　　  　　　　計　8回
・会員指導件数　　　652件

小規模事業者

指標
指導件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地域中小企業・小
規模事業者の活力
向上につながる施
策を展開してい
く。

○

目標
数値

250
実績
数値

192
目標
数値

200

指標
景気実感調査件数 景気実感調査やLOBO調査

を市内企業に実施するこ
とにより、企業の景況感
並びにニーズが把握する
ことができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
254

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

豊田税務署や東海
税理士会豊田支部
との連携、協力を
図り健全な納税の
推進を図る。

目標
数値

600
実績
数値

652
目標
数値

8

指標
事業開催回数 ｅ－ｔａｘの普及促進を

図るとともに税務に関す
る講習会を開催し、中小
企業、特に小規模事業者
に対し周知徹底が図れ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
8

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


